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資産別基本構成比率（注：当月末＝基準日）

当月末 1年目

上記２本のバランスファンドは、それぞれ国内外の株式及び債券、リートなど様々な資産に実質的に投資し、分散投資を行います。なお、外貨で投資される一部の資

産は、為替ヘッジを行うことにより、為替変動リスクの低減を図ります。

投資タイプ：安定型（5000100）のパフォーマンス

・

※

ターゲットイヤーラップ　マンスリーレポート 2023年5月号

設定運用期間（ターゲットイヤー）※の残存年限が長いうちは、積極運用ファンドと安定運用ファンドのバランスをとりながら運用し（投資比率は積極運用ファンドのほ

うを高位に保ちますが、他の運用コースより相対的に安定運用ファンドの比率を高めに投資します。）、設定運用期間（ターゲットイヤー）が経過するにつれ積極運用

ファンドから安定運用ファンドへの乗り換えを進め、最終的に安定運用ファンドを高位とする運用となります。

設定運用期間（ターゲットイヤー）の設定は、最長４０年です。

ターゲットイヤーラップ

※ 2018年7月31日を当初運用開始（シミュレーション開始）日としています。上記は、ターゲットイヤーラップで40年間運用する前提で運用を開始したときに想定される

パフォーマンスを示したものであり、実際に運用を行った結果ではありません。また、シミュレーションは過去のデータであり、将来の投資収益を示唆・保証するものではありま

せん。最終ページに「当資料のお取り扱いにおけるご注意」を記載しております。必ずご確認下さい。

基準日：2023/4/30

※

当月末

積極運用ファンド、安定運用ファンドの運用管理費用（年率0.495％（税込み）程度）は控除後ですが、ターゲットイヤーラップに係る投資顧問料および運用管理

手数料（合計年率1.155％（税込み））や税金等は考慮していません。また、お客様毎に運用開始日が異なる為、お客様のパフォーマンスを示すものではありませ

ん。

2.98% -5.83%

1年目

・

・

設定来

騰落率

ご注意：本レポートは法定の運用報告書ではありません

■期間別騰落率

■価格の推移（運用開始日時点を100として指数化）

-0.26%

投資タイプ：安定型（5000100）

作成日：2024/4/10

■投資配分 ■通貨別構成比率

右側の円グラフは40年間運用する前提の1年目の構成比率を表示しています。基準日時点の資産別基本構成比を示したものであり、市場動向等により変動しま

す。また、将来の構成比を示唆・保証するものではありません。上記内容は、お客様の契約資産の内容によって異なる場合があります。

*為替リスクが完全にヘッジされているわけではありません。

表示単位未満は四捨五入していますので合計が合わないことがあります。

運用の基本方針

積極運用を行なうバランスファンド及び安定運用を行なうバランスファンドの２本に投資を行います。
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上記は、作成時点における市場環境もしくは運用方針等について記載したものであり、将来の市場環境の変動等により当該運用方針が変更される場合があります。最終

ページに「当資料のお取り扱いにおけるご注意」を記載しております。必ずご確認ください。

運用コメント

【資産配分】

4月上旬に、投資対象銘柄を全て入れ替え、ファンドの組入比率の変更を実施しました。

【パフォーマンス】

2023年4月の月次パフォーマンスは、3.16%のリターンとなりました。寄与度は、積極運用ファンドが2.61%、安定運用ファンドが0.5

5%でした。

ターゲットイヤーラップ

【株式】

2.2%

市況／運用コメント（2023年4月末時点）

アセットクラス 投資対象ファンド

市況コメント

現金等 現金等 2.0%

ファンド別基本構成比（注：当月末＝基準日）

当月末 月次寄与度

2.61%

月期寄与度は作成基準月の各投資対象ファンドに記載しています。四捨五入の関係で、１ページに記載の期間別騰落率と異なる場合があります。

2018年7月31日を当初運用開始（シミュレーション開始）日とした場合の基準日時点の投資対象ファンドの基本構成比を示したものであり、市場動向等により

変動します。また、将来の投資対象ファンド、構成比を示唆・保証するものではありません。投資対象ファンドは、基準日時点のものであり将来変更される可能性が

あります。上記内容はお客様毎に異なる場合があります。

積極運用 66.5%

安定運用

Oneグローバル最適化バランス(成長型)＜ラップ向け＞

Oneグローバル最適化バランス(安定型)＜ラップ向け＞

※

前月末

31.4%

64.1%

0.55%

【債券】

---

33.9%

株式市場は、一部の経済指標が低調な内容であったため今後の景気後退入りが懸念され、上値の重い状況が続いていましたが、月

末に企業の好決算を受けて大きく上昇し、主要先進国の株価指数は前月末比で上昇しました。

※

※ 4月上旬に投資対象ファンドの入れ替えを実施しました。積極運用の前月末の割合は入れ替え前のNNファースト・クラス・トータル・リターン・ファンド・プレミアム（ラッ

プ専用）の割合を、安定運用の前月末の割合は入れ替え前のNNファースト・クラス・トータル・リターン・ファンド（ラップ専用）の割合を記載しています。

債券市場は、米国ではインフレ鈍化を背景に利上げの停止時期が近いとの観測から長短金利は前月末比で低下(価格は上昇)しま

した。一方、日本や欧州では前月末比で上昇(価格は低下)しました。

【為替】

為替市場は、月末の日銀政策決定会合にて現状の金融緩和の継続が決定したことから、ドル円、ユーロ円ともに円安が進展しました

。



当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は資料作成時点のものであり、今後予告なく変更さ

れることがあります。

■

■

商号等 ：楽天証券株式会社／金融商品取引業者 

関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者
加入協会 ：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、一般社団

法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

当資料はターゲットイヤーラップに関連する情報等をお知らせするために、楽天証券により作成されたものです。■

■

ターゲットイヤーラップのお申込みにあたっては、契約締結前交付書面、投資一任契約約款および確認書の内

容を必ずご確認のうえ、ご自身で判断ください。

投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません

。

当資料は信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性を保証するものではありま

せん。本資料は各運用コースの運用方針に則り運用を行った場合に想定されるパフォーマンスを示したものであ

り、実際に運用を行った結果ではありません。表示されているパフォーマンスは過去のものであり、将来の成果を

示唆・保証するものではありません。また、税金、手数料等を考慮していませんので、実質的な投資成果を示す

ものではありません。

■

ターゲットイヤーラップ

投資リスク・費用について

　ターゲットイヤーラップは、国内投資信託および外国投資信託等を主な投資対象として運用を行うため、投資元

本は保証されるものではなく、これを割り込むことがあります。

　また、お客様には運用に係る費用等をご負担いただきます。費用等には、直接ご負担いただく費用（投資顧問

料および運用管理手数料）と、間接的にご負担いただく費用（投資対象に係る費用）があります。

　ターゲットイヤーラップの手数料体系は固定報酬型があり、投資顧問料と運用管理手数料の合計が最大で契

約資産の1.155％（税込み・年率）となります。

　このほかに間接的にご負担いただく費用は、投資信託の運用管理費用として、信託報酬（信託財産の0.495

％（税込み・年率）） 

、その他費用をご負担いただきます。これらの費用の合計額および上限額については、資産配分比率、運用状況

、運用実績等に応じて異なるため、具体的な金額・計算方法を記載することができません。詳しくは、契約締結前

交付書面および目論見書等でご確認ください。

　なお、ターゲットイヤーラップにはクーリング・オフ制度は適用されません。

当資料のお取り扱いにおけるご注意


